
シャドーイングの効果と指導について

中西 弘（西南学院大学）

2024年6月9日 (日) KELES

10：00～11：10 公募フォーラム 【東黌 講義室 302】



2

１シャドーイングの効果

①構音速度

②音声の知覚・産出

③プロソディ（イントネーション・リズム）

２シャドーイングの方法

顔動画シャドーイング



3

１シャドーイングの効果（Kadota, 2019）

①構音速度

②音声の知覚・産出

③プロソディ（イントネーション・リズム）



1-1 構音速度の向上(外的リハーサル) 玉井(2005)

被験者： 日本人大学生51名(SH群25名, 統制群26名)

SH期間：5日間

SH手法：1 Listening (2分) 2 Parallel reading (2分)  3 Vocabulary (5分)

4 Shadowing (15分)＋recording (5分）

主な結果:SHにより構音速度（40単語）の向上



1-2 調音速度の向上(内的リハーサル) Kadota et al. 2015

被験者： 日本人大学生・大学院生25名（TOEIC 550-890/990）

SH期間・手法：５passage(100語程度）のSH/LIS

主な結果:シャドーイングにより、黙読速度（内的リハーサル）向上
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１シャドーイングの効果（Kadota, 2019）

①構音速度

②音声の知覚・産出

③プロソディ（イントネーション・リズム）
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シャドーイングの効果①構音速度の向上

・比較的短期間での効果が見込まれる

・リスニング等の言語理解の際、情報を一定の
期間維持するために、能動的に心の中でリハー
サルする仕組み（音韻ループ）が備わる。シャ
ドーイングは、モデル音声を声に出して顕在
化・意識的に繰り返すことで、音韻ループの働
きを効率化させている。

・構音スピードが速くなれば、
処理できる情報量が増大



2-1-1 音声知覚 (1) Hamada (2016)
被験者： 日本人大学生43名（初級 /中級）

SH期間：１回15-20分、週2回、合計９回

SH方法: シャドーイング前に語彙・内容・文法チェック

主な結果: 穴埋めリスニング（音声知覚）の向上
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濱田(2024)より



2-1-2 音声知覚 (2) Hori(2009)

□被験者：高専学生43名（TOEIC BRIDGE 100-160/300)

□SH方法：様々なテキスト(40-70語）を15回ずつシャドーイング

□主な結果：（10回目までは）再生率の向上がみられる
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2-2-1 音声産出（母音）Nakanishi et al. (2018)

□被験者：大学生16名(A1-B2)

□SH方法：５つのターゲット母音が15-16ずつ含まれる文章を

 10回シャドーイング

□主な結果：/ɑ/のみフォルマント値のみモデル音声に近づく
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/ɪ / /e/ /ɑ/ /u/ /æ / 

M SD M SD M SD M SD M SD
Pre 522.85 405.23 830.90 333.12 354.36 136.33 291.99 114.38 305.32 151.57

Post 452.68 441.78 958.06 399.25 307.96 152.75 304.72 129.47 378.07 177.29



2-2-2 音声産出（子音）
西田・大和 (2010)：SH/RE訓練が/r//l/の発音に与える影響

被験者：中学２年生１６０名(SH群80名、RE群80名)

SH期間：授業中10分×9回(3週間)

SH方法: 1リスニング 2シンクロリーディング

3プロソディ/コンテンツシャドーイング 4 音読

主な結果: シャドーイングにより/r//l/発音の改善は見られない

＊/r/ F3 1500-3000  /l/ F3 2400-3100 の場合：正

/r/                                                          /l/



2-2-3 音声の産出【日本語教育】
郭(2014)：SH練習が日本語学習者の特殊音素(促音・長音)の産出に及
ぼす影響

被験者：中国人学習者８名 (日本語検定３級)

SH期間： 20-30分間/ 日 (3ヶ月間)

SH方法：音声のみに注意し真似をするように指示

主な結果:  (FBなどが無くとも）３カ月間の練習で特殊音素の口頭産
出が改善される (Hagiwara, 2006; Takahashi, 2006)



2-2-4 音声産出(Shao et al., 2022; Foote et al,2017 )

被験者：47名の中国人高校生(CEFR B1-B2)

SH期間：30分/週×12週

SH方法：ビデオ(スクリプト付き）を見ながら、模倣・録音。オリジナルの
オーディオと自分のシャドーイングを比較し、必要に応じて再録音可能

主な結果: 5名の言語学を専門とする大学院生による9段階評定「理解しやす
さ(comprehensibility), アクセント度(accentedness)の値が向上」
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シャドーイングの効果②音声知覚・産出

・音声知覚：習熟度が中級程度の学生に対して
も、短期間で効果が現れる

・音声産出：習熟度が中級程度の学生に
対して、短期間の効果は限定的

音声産出について
→長期間のトレーニングが必 要（郭, 2014; Shao et al., 

2022; Foote et al, 2017 ）。
→学習者の意識を発音に向け（Hamada, 2018）/明示的な 
指導 /feedback（Shao et al., 2022）を組み合わせたシャ 
ドーイングが必要
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１シャドーイングの効果（Kadota, 2019）

①調音速度

②音声の知覚・産出

③プロソディ（イントネーション・リズム）



3-1 プロソディの習得：ピッチ幅 (Hori, 2009; 三宅, 2009) 

□被験者 ：高専生43名（TOEIC BRIDGE 100-160/300)

□SH方法：様々なテキスト(40-70語）を15回ずつシャドーイング

□主な結果：5回程度繰り返すことで、ピッチ幅が広がる
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3-2 プロソディの習得 イントネーションの習得(Mori,2011)

□被験者：20名大学生（TOEIC PRACTICE LISTENING 57.4%）

□SH方法：シャドーイングと音読の組み合わせ

□ SH 期間：30分/週 × 10週間

□ 主な結果、トレーニング後の学習者の文末rainingのピッチが
大きく下降。また、rainingの発話時間も、トレーニングにより
長くなる傾向にある
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3-3 プロソディの習得 Hamada (2018) : リズムの習得

□被験者：58名大学生（非英語専攻、中級レベル）

□SH 期間：30分/週 × 15週間

□SH方法：シャドーイングをしながら最も強勢の置かれる単語

で腕を前に突き出す(H-SHグループ）

□主な結果：6段階評定において、H-SHグループは、「発音」

「プロソディ」にまつわる評価が向上
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シャドーイングの効果③プロソディ

・比較的短期間のシャドーイングで、ピッチ幅の拡大

が見込まれ、正しいイントネーションを実現させる 可

能性がある(阿・林, 2011; 岡田, 2010)。

・文強勢を意識させたシャドーイングにより、リズム

が改善される可能性(Hamada, 2018) 。15分×8日の

シャドーイングで弱母音/ə/が改善された(Hida, 2020)

研究もある。



２シャドーイングの方法

•音声知覚の運動理論（Lieberman et al., 1967）

ー音声を知覚する際、聞き手は脳内で音声を受け取る

と同時に入力情報を調音

ーWilson, Saygın, Sereno and Iacoboni（2004）
英語母語話者10名：無意味語(1音節）の聞き取りの際のfMRI

→大脳運動野およ
び運動前野が活動

＝音声の聞き取りの際、脳内で発音のための運動を行う



・マガーク効果 (McGurk ＆ MacDonald,1976)

・中国人日本語学習者の日本滞在年数が長いほど、

マガーク効果が強く現れる（積山、1997)

唇の動きに関する視覚情報にもとづき、発音の仕方についての調音イメージを形成
しており、それを音声知覚に重ね合わせている（門田、2015）

・マガーク効果の大きさ (Sekiyama＆ Burnham, 1993)



実験方法：顔動画シャドーイングの効果（門田等、 2023）

◆顔動画条件 (Shadowing with face-condition :SF)

◆モザイク条件(Shadowing with mosaic-condition : SM)



結果 シャドーイング再生率
 顔条件(SF) vs モザイク条件(SM)
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考察
・外国語の音声を聞くときも、聴覚と同時に視覚情報などの聴
覚以外の情報も活用しながらどのような発音なのかイメージを
しながら聞いている (門田, 2022 ).

＝ 言語の処理が、顔情報により促進される可能性がある

・発話中の発話者の顎の動きがみられることによる、英語リズ
ム習得の効果も期待される（Erickson et a., 2012）。

→発話者の顔・口元が良く見える動画を用いたシャドーイング

例）British Council 
“Learn English Teens”
https://learnenglishteens.britishcouncil.org/skills/speaking/a1-speaking/shop
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